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本 資 料 の ポ イ ン ト

４期連続増収増益（営業利益ベース）

流通総額・営業利益は過去最高を更新

株主還元1.6億円を実施

FY2025.8

FY2026.8

流通総額は180～200億円

営業利益は3～3.5億円の計画

株主還元も引き続き実施を検討
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F Y 2 0 2 5 . 8  通 期 業 績 報 告
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市 場 環 境 認 識
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主な野菜の店頭小売価格の推移※

対象品目：キャベツ、ねぎ、レタス、ばれいしょ、玉ねぎ、きゅうり、トマト、人参、白菜、大根（10品目）

※ 農林水産省「食品価格動向調査（平年比）」平年比とは、食品価格動向調査業務による調査価格の過去５カ年平均価格と比較したもの
 調査品目は生産量や需要の変化を踏まえ、変更

猛暑の影響による生育
不良で出荷量減

FY2024.8 1Q

116%

100%

夏の高温による北
海道産不作の影響

2Q

117%

3Q

127%

4月に雨が多く
出荷量減

低温により生育が遅れ
出荷量減

4Q

120%

複数産地での出荷が重なり
相場安

FY2025.8 1Q

126%

2Q

179%

状況 2Qまで過熱気味だった青果相場が、3Q以降沈静化し平年並みに。

業績への影響

流 通 総 額
相場高局面：商品点数(↓)  当社商品売価(↑) 流通総額は上振れしやすい
相場安局面：商品点数(↑)  当社商品売価(↓) 流通総額は伸びにくい

利 益 率
相場高局面：コンテナ当たり売上高(↑) 物流費率が低下（＝利益率が上昇）
相場安局面：コンテナ当たり売上高(↓) 物流費率が上昇（＝利益率が下落）

猛暑や天候不良により例
年よりも出荷量が少ない
時期が続く

3,4月に雨が多く、高温
だったため前進出荷

3Q

134%

4Q

108%

高温による生育不良
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業績ハイライト・主要経営指標

10,419名
(前期末 +107名)

登録生産者数

8,358百万円
（前年同期比 115.7％ ）

売上高

参考指標

2,246店舗
(前期末 ＋140店舗)

導入店舗数

産 直 事 業農 家 の 直 売 所 事 業

65,513千点
(前年同期比 104.4%)

流通点数
※2

14,442百万円

流通総額

(前年同期比 108.5％)

2,790百万円

流通総額

(前年同期比 116.1％)

（前年同期比 109.6％）

流通総額(GMV)
※1

集荷拠点数 78拠点
(前期末 △3拠点)

FY2025.8 ハイライト

流通総額・営業利益ともに過去最高を更新
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※１ 流通総額（GMV：Gross Merchandise Value ）：スーパー等において最終消費者に購入いただいた最終販売価格の総計
※２ 流通点数：「農家の直売所」プラットフォームを経由して、スーパー等において最終消費者に購入いただいた点数

営業利益

（前年同期比 194.2%）

181百万円17,233百万円
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流 通 総 額 の 四 半 期 推 移

生産者委託が伸長し流通総額は最高を更新

流通総額

2,469 2,479 

2,835 

3,078 
2,974 

2,823 

3,015 

3,502 
3,427 

3,034 
3,150 

3,569 

3,427 

3,011 

3,244 

3,680

3,804 
3,885 

3,796 

4,232 4,195 

4,377 

4,192 

4,468 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

FY2020.8 FY2021.8 FY2022.8 FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8

105.6%
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F Y 2 0 2 5 . 8  業 績 総 括

利益率向上施策と2Qまでの相場高の相乗効果により、

営業利益は前年同期比 約2倍に拡大

FY2025.8実績 FY2024.8実績

増減額 前年同期比単位：百万円 累計 対流通総額比 累計 対流通総額比

流通総額 17,233 - 15,719 - 1,514 109.6％

売上高 8,358 48.5％ 7,223 46.0％ 1,135 115.7％

売上総利益 3,861 22.4％ 3,372 21.5％ 489 114.5％

販売管理費 3,680 21.4％ 3,278 20.9％ 401 112.2％

営業利益 181 1.1％ 93 0.6％ 88 194.2%

経常利益 200 1.2％ 101 0.6％ 98 197.2%

当期純利益 11 0.1％ 108 0.7％ ▲97 10.1%

EBITDA 247 1.4% 156 1.0% 90 157.9%

※１補助金収入等を計上
※２特別損失及び法人税等を計上

※１

※２
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F Y 2 0 2 5 . 8  流 通 総 額 増 減 分 析

単位：百万円 主な要因 対前年同期

農
家
の
直
売
所
事
業

生産者委託の拡大※ +547

買取委託の拡大 +698

ドラッグストアの取引縮小 ▲76

その他帳合取引の縮小 ▲43

産
直
事
業

産直卸の拡大 +205

産直委託の拡大 +182

合計 +1,514

※取引形態の変更を含む
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F Y 2 0 2 5 . 8  営 業 利 益 分 析

93

56

72
15

△14

26

△51

△42

58

△30 △1
181

FY2024.8
営業利益

物量増による
限界利益増

買取委託の
粗利率改善

兵庫の
出荷手数料率

改定に伴う増加

物流コストの
値上げ

物流効率
向上による

物流費の削減

人材投資 事業経費の
増加

単価UPによる
増加

一過性の
赤字取引

その他 FY2025.8
営業利益

単位：百万円

2Qに赤字取引が発生

通期での売価・仕入値の
コントロールが好調

集荷拠点閉鎖等の各種施策と
2Qまでの相場高効果により
物流効率向上

施策と2Qまでの相場高の
相乗効果による単価UP
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特 別 損 失 の 計 上 に つ い て

関係会社株式評価損を計上し当期純利益が減少

単位：百万円

特損計上後 特損計上前 増減額
FY2025.8
通期予想

予想比

流通総額 17,233 17,233 - 17,000 101.4%

売上高 8,358 8,358 - 8,000 104.5%

営業利益 181 181 - 200 90.9%

経常利益 200 200 - 200 100.3%

当期純利益 11 124 △113 136 8.1%

特別損失計上の背景

関係会社（株式会社世界市場）に関しては、資金は潤沢であり事業運営に問題はない
ものの、経営環境の不確実性を鑑み、実質価額の回復可能性について会計監査人とも
慎重に協議を重ねた結果、関係会社株式評価損114百万円を特別損失に計上
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F Y 2 0 2 5 . 8  通 期 業 績 予 想 と 実 績

単位：百万円

FY2025.8
実績

FY2025.8
通期予想

予想比
FY2024.8
通期実績

前期比

流通総額 17,233 17,000 101.4% 15,719 109.6%

売上高 8,358 8,000 104.5% 7,223 115.7%

営業利益 181 200 90.9% 93 194.2%

経常利益 200 200 100.3% 101 197.2%

当期純利益 11 136 8.1% 108 10.1%

流通総額・売上高・経常利益は計画通り
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△17

△69
△64

△42

△21

△62

△49

10

52

△16

△26

26
34

19

2

38

66 67

5

41

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

12

営 業 利 益 の 四 半 期 推 移

FY2025.8は全ての四半期において昨対超え

営業利益

FY2021.8 FY2022.8 FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8
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B S サ マ リ ー

FY2025.8 FY2024.8 増減額 前期比
単位：百万円

流動資産 2,104 2,011 93 104.6%

うち現預金 777 779 △1 99.8%

固定資産 453 654 △200 69.3%

資産合計 2,557 2,665 △107 96.0%

流動負債 1,614 1,336 278 120.8%

固定負債 53 296 △243 18.0%

負債合計 1,668 1,632 35 102.2%

株主資本 889 1,032 △142 86.2%

資本金 50 50 - 100.0%

資本剰余金 847 849 △2 99.8%

利益剰余金 144 133 11 108.3%

自己株式 △152 △0 △151 -

純資産合計 889 1,032 △142 86.2%

負債・純資産合計 2,557 2,665 △107 96.0%

自己資本比率 34.8% 38.7%
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C F サ マ リ ー

単位：百万円 FY2025.8 FY2024.8 増減 主な要因

営業活動による
キャッシュ・フロー

264 23 241
•経常利益      200百万円
•減価償却費     65百万円

投資活動による
キャッシュ・フロー

△43 △286 242
•NSKシステム開発等による支出 △29百万円
•やさいジョブ設立による支出 △10百万円

財務活動による
キャッシュ・フロー

△222 △31 △190
•長期借入金の返済による支出 △47百万円
•自己株式の取得による支出   △160百万円

現金及び現金同等物
増減額

△1 △295 293

現金及び現金同等物
期末残高

777 779 △1

フリー・キャッシュ・
フロー※ 220 △263 484

※ 営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フローを合計したもの
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F Y 2 0 2 5 . 8  セ グ メ ン ト 別 業 績 （ 主 要 数 値 ハ イ ラ イ ト ）

農家の直売所
事業

買取・委託ともに堅調に推移しセグメント利益は過去最高を更新

流通総額 14,442百万円 前年同期比   108.5％

売上総利益 3,433百万円 前年同期比   113.2％

セグメント利益 824百万円 前年同期比   117.9％

産直事業

「産直委託モデル」を拡大しセグメント利益は過去最高を更新

流通総額 2,790百万円 前年同期比   116.1％

売上総利益 428百万円 前年同期比   126.0％

セグメント利益 30百万円 前年同期比   185.6％
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F Y 2 0 2 5 . 8  セ グ メ ン ト 別 業 績 （ サ マ リ ー ）

セグメント別流通総額構成比

農家の直売所事業 産直事業
84.7%

15.3%

83.8%

16.2%

FY2025.8FY2024.8

単位：百万円

全社 農家の直売所事業 産直事業

FY2025.8
累計

FY2024.8
累計

増減額
FY2025.8

累計
FY2024.8

累計
増減額

FY2025.8
累計

FY2024.8
累計

増減額

流通総額 17,233 15,719 1,514 14,442 13,315 1,126 2,790 2,403 387

売上総利益 3,861 3,372 489 3,433 3,032 401 428 339 88

販売管理費 3,007 2,657 350 2,609 2,333 275 397 323 74

セグメント利益 854 715 139 824 699 125 30 16 13

全社費用 672 621 51 - - - - - -

営業利益 181 93 88 - - - - - -
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FY2025.8実績 FY2024.8実績
増減額 前年同期比 備考

単位：百万円 累計 対流通総額比※ 累計 対流通総額比※

流通総額 14,442 - 13,315 - 1,126 108.5%

委託販売 9,351 - 8,762 - 589 106.7% 3Q以降前年同期比での物量増加

買取委託 3,419 - 2,720 - 698 125.7%
委託の物量と品目バランスを見ながら
買取量を調整

その他 1,671 - 1,832 - △161 91.2% ドラッグストア等の取引縮小

売上高 5,662 39.2％ 4,862 36.5％ 800 116.5%

委託販売 2,015 21.6％ 1,888 21.6％ 126 106.7%

買取委託 3,419 100.0％ 2,720 100.0％ 698 125.7%

その他 228 13.7％ 253 13.8％ △25 90.1%

売上総利益 3,433 23.8％ 3,032 22.8％ 401 113.2%

委託販売 2,015 21.6％ 1,888 21.6％ 126 106.7%

買取委託 1,340 39.2％ 1,001 36.8％ 338 133.8%
通期で売価・仕入値コントロールが
好調

その他 78 4.7％ 142 7.8％ △64 55.0%
一過性の赤字取引、
取引終了等の流通総額減少によるもの

販売管理費 2,609 18.1％ 2,333 17.5％ 275 111.8%
買取委託に係る販売手数料と
物量増による物流コスト増

セグメント利益 824 5.7％ 699 5.3％ 125 117.9%

17

F Y 2 0 2 5 . 8  セ グ メ ン ト 別 業 績

※ 対流通総額比率は各販売方法別流通総額に対する比率

農 家 の 直 売 所 事 業
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208

125 128

167 175

147 147

229 223

193
174

232

1Q  2Q  3Q  4Q 1Q  2Q  3Q  4Q 1Q  2Q  3Q  4Q

18

F Y 2 0 2 5 . 8  セ グ メ ン ト 別 業 績

農 家 の 直 売 所 事 業

流通総額
セグメント利益

4Q単体 3,820百万円（前年同期比 105.5％）
4Q単体    232百万円（前年同期比 101.2％）

セグメント利益

単位：百万円

2,348

1,911
2,078

2,360 2,263
2,087 1,996

2,415 2,323 2,248 2,198

2,581

445

405

471

508 612
656

706

744 801 869 900

847
233

228

236

372 398
493 480

460 462 411 405

392

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

■ 委託販売 ■ 買取委託 ■その他

流通総額

単位：百万円

FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8 FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8

11,601
FY2023 累計

13,315
FY2024 累計

14,442
FY2025 累計

630
FY2023 累計

699
FY2024 累計

824
FY2025 累計
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3,428 

233 

228 

236 

372 398 
493 

480 

460 462 
411 405 

392 

2,469 2,479 

2,794 

3,016 

2,859 

2,603 

2,752 

3,233 3,209 

2,722 
2,776 

3,237 

3,026 

2,545 

2,787 

3,242 3,274 3,236 
3,184 

3,620 3,587 
3,529 3,504 

3,820 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

12,405 

13,769 

16,632 16,535 

15,208 

14,911 

17,056 

17,828 

16,631 

14,136 

15,982 

17,902 

16,025

13,376

15,478

16,678 

15,175 
15,119 15,060 

17,371 

15,458 

14,592 

16,856 

18,606 

19

農 家 の 直 売 所 事 業 ： 流 通 総 額 ・ 流 通 点 数

FY2020.8 FY2021.8 FY2022.8 FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8

流通総額・流通点数

3,820百万円・18,606千点

流通総額 単位：百万円

流通点数※ 単位：千点

※ 「農家の直売所」プラットフォームを経由して、スーパー等において最終消費者に購入いただいた点数。

委託・
買取委託

その他
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産 直 事 業 ： 流 通 総 額

589 

761 

650 
606 

18 

85 

37 

41 

40 
62 

115 

220 
262 268 

217 

311 

374 
331 

400 

465 457 438 

530 

648 
612 612 607 

847 

687 
648 

３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

FY2020.8 FY2021.8 FY2022.8 FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8

648百万円

流通総額

105.8%

産直卸

産直委託
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154 

324 

471 

680 

996 

1,197 

1,416 

1,619 

1,774 

1,934 
1,995 

2,106 
2,246 

FY2013.8 FY2014.8 FY2015.8 FY2016.8 FY2017.8 FY2018.8 FY2019.8 FY2020.8 FY2021.8 FY2022.8 FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8

21

農 家 の 直 売 所 事 業 ： 店 舗 数

イオンリテール㈱、イズミヤ・阪急オアシス㈱、

サミット㈱、㈱ダイエー、㈱東急ストア、㈱平和堂、

㈱ベルク、㈱マルエツ、㈱ライフコーポレーション ほか

2,246店
（前期末比＋140店）

店舗数推移

増
加

前期末より189店舗増
営業活動による新規・既存取引先での増加

減
少

前期末より49店舗減
取引先店舗自体の閉店による減少

主要取引先（五十音順）

当社取引先スーパーの
総店舗数

「農家の直売所」
導入カバー率

7,590店舗 29.6%
（前期末比▲0.9pt）

全国のスーパー店舗数※ 「農家の直売所」
導入カバー率

23,039店舗 9.7%
（前期末比+0.6pt）

「農家の直売所」導入店舗の拡大

※ 全国スーパーマーケット協会『2025年版スーパーマーケット白書』

新規・既存取引先ともに導入店舗数が増加
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農 家 の 直 売 所 事 業 ： 生 産 者 数

増
加

前期末より455名増
集荷場開設・営業活動による増加

減
少

前期末より348名減
集荷場統合・閉鎖による減少

3,014 

3,882 

4,722 

5,765 

6,830 

7,845 

8,605 

9,273 
9,762 

10,258 
10,378 

10,312 

10,419 

FY2013.8 FY2014.8 FY2015.8 FY2016.8 FY2017.8 FY2018.8 FY2019.8 FY2020.8 FY2021.8 FY2022.8 FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8

FY2024.8 FY2025.8 増減

北海道・東北 189 196 7

関東 2,579 2,664 85

北陸・甲信越 1,201 1,265 64

東海 318 387 69

関西 4,780 4,641 △139

中国・四国 1,037 1,057 20

九州・沖縄 208 209 1

合計 10,312 10,419 107

全国の総農家数
1,747,079戸※

10,419名
（前期末比+107名）

登録生産者数推移
全国に展開する登録生産者

当社の登録生産者カバー率

 0.60%
（前期末比±0pt）

※ 農林水産省『2020年農林業センサス』

新たな集荷場の開設および営業活動により生産者数が前期比で増加
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24 

43 

51 
57 

69 

86 
92 92 94 92 92 

81 
78 

FY2013.8 FY2014.8 FY2015.8 FY2016.8 FY2017.8 FY2018.8 FY2019.8 FY2020.8 FY2021.8 FY2022.8 FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8

23

農 家 の 直 売 所 事 業 ： 集 荷 拠 点 数

増
加

前期末より4拠点増
新規取引先拡大による増加

減
少

前期末より7拠点減
不採算拠点の閉鎖による減少

FY2024.8 FY2025.8 増減

北海道・東北 4 5 1

関東 17 16 △1

北陸・甲信越 10 10 0

東海 7 7 0

関西 22 19 △3

中国・四国 18 18 0

九州・沖縄 3 3 0

合計 81 78 △3

全国47都道府県
のうち

78拠点
（前期末比△3拠点）

集荷拠点数推移
日本全国をカバーする集荷拠点

当社の導入産地

 27都道府県

不採算の集荷拠点を中心に閉鎖し、業績へはプラスの影響
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FY2025.8実績 FY2024.8実績
増減額 前年同期比 備考

単位：百万円 累計 対流通総額比※ 累計 対流通総額比※

流通総額 2,790 - 2,403 - 387 116.1%

卸販売 2,608 - 2,403 - 205 108.5%

委託販売 73 - - - 73 -
「産直委託モデル」導入を推進

買取委託 109 - - - 109 -

その他 - - - - - -

売上高 2,695 96.6% 2,361 98.3% 334 114.2%

卸販売 2,565 98.4% 2,361 98.3% 204 108.7%

委託販売 13 18.3% - - 13 -

買取委託 109 100.0% - - 109 -

その他 7 - - - 7 -

売上総利益 428 15.3% 339 14.1% 88 126.0%

卸販売 373 14.3% 339 14.1% 33 110.0%

委託販売 13 18.3% - - 13 -

買取委託 38 34.9% - - 38 -

その他 2 - - - 2 -

販売管理費 397 14.3% 323 13.5% 74 123.0%
物量増加による物流費及び
買取委託に係る販売手数料増加

セグメント利益 30 1.1% 16 0.7% 13 185.6%

24

F Y 2 0 2 5 . 8  セ グ メ ン ト 別 業 績 産 直 事 業

青果売場での委託販売「産直委託モデル」を拡大
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△5

4

△5

4
8

21

2

△16

0

35

△1
△5

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

単位：百万円 単位：百万円

25

F Y 2 0 2 5 . 8  セ グ メ ン ト 別 業 績

産 直 事 業

流通総額
セグメント利益

4Q単体    648百万円（前年同期比 105.8％）
4Q単体     △5百万円（前年同期 △16百万円）

流通総額 セグメント利益

400 
465 457 438 

530 

648 
612 612 607 

847 

687 
648 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8

1,762
FY2023 累計

2,403
FY2024 累計

2,790
FY2025 累計

△2
FY2023 累計

16
FY2024 累計

30
FY2025 累計



Copyright ©株式会社農業総合研究所 ALL Rights Reserved 26

F Y 2 0 2 5 . 8  重 点 施 策 の 進 捗
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F Y 2 0 2 5 . 8  重 点 施 策

成長戦略 FY2025.8 重点施策 活動結果

① 仕入力強化

産地との連携強化
集荷場開設・機能拡大による供給力強化
主要産地との連携強化が拡大

市場との連携強化 新たなエリアの市場との提携

② 物流機能の拡充 センターの開設
加工・物流機能を持つセンターの開設・拡張が
順調に進行中
（関西・中部は稼働開始、関東はFY2026に稼働予定）

③ ITプラットフォームの
 高度化

需給調整のシステム化
需要予測システムの構築中、トライアル開始
2025年5月～振分システムの試験運用開始

有機農産物・その他商品の
取扱拡大

取扱店舗の拡大
NTTアグリテクノロジーと加工品販売のトライアル開始

新たな販売チャネルの拡大 ドラッグストアについては取組を再構築中

生産者委託の拡大
（GMV昨対＋589百万円、約50百万円の利益増）
出荷手数料の改定
（2024年10月兵庫、2025年8月中部、影響額15百万円）

利益率改善

セグメントの拡大
新領域

取扱品目の拡大
新領域

農産物流通の拡大
既存領域
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T o p i c s
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F Y 2 0 2 5 . 8  主 な ト ピ ッ ク ス

2024.9 株式会社NTTアグリテクノロジーと資本業務提携契約を締結

2025.1 自己株式の取得

2025.1 月間流通総額が過去最高を達成

2025.3 株式会社NTTアグリテクノロジーとの共同開発進捗

2025.4 株式会社シフラと業務提携

2025.6 株式会社クボタと連携協定を締結

2025.6 農家直送の米の集荷・販売を強化

2025.7 株主優待制度の新設

2025.7 自己株式の取得

2025.7 ハウス食品グループ本社との協働

2025.9 「できればシリーズ」関東エリアで拡大

2025.9 日本農福連携協会へのスポンサード開始

2025.9 年間流通総額170億円突破
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農産物を通じた新たな価値の創造を実現

30

2 0 2 4 . 9  株 式 会 社 N T T ア グ リ テ ク ノ ロ ジ ー と 資 本 業 務 提 携 契 約 を 締 結

双方の強みを掛け合わせることで、

農産物を通じた新たな価値の創造を推進

日本の食の
安定供給

持続可能な
農業

安心安全な国産野菜の
流通活性化

食品加工品の開発・流通・販売

AI需要予測システムの開発・展開

新たなビジネスモデルの検討・推進

資 本 業 務 提 携

・農産物の産地直送販売
・農産物のブランディング・卸販売

・大規模施設園芸生産者等との
リレーション

・最先端グリーンハウスの設計・施工
・データ駆動型農業の実装
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2 0 2 5 . 1  自 己 株 式 の 取 得

自己株買いを1月と7月に実施

利益成長＋適切な資本政策で総還元性向を高めながらROEを持続的に改善

当社が認識する株主資本コスト（10%）を
上回る水準で推移

各種施策の実行により、
継続的なROE向上に取組む

※2025年8月31日時点の自己株式を除く発行済み株式総数に対する割合

自己株式の取得

4.9%

2.7%

11.1%

1.1%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

FY2021,FY2022は当期純損失のため省略

〈 実施済みの自己株式取得概要 〉

ROEの向上

取得期間 2025年1月15日～1月20日

取得株数 236,900 株

取得割合 1.09%※

取得総額 69,999,700円

取得期間 2025年7月15日～7月17日

取得株数 156,500 株

取得割合 0.62%※

取得総額 89,952,500円

特別損失計上前

12.3%
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2 0 2 5 . 3  株 式 会 社 N T T ア グ リ テ ク ノ ロ ジ ー と の 共 同 開 発 進 捗

農産物の高付加価値化やフードロス削減に関する共同開発を推進

第１弾商品として３種類の国産乾燥野菜の販売を開始

① 規格外という理由で可食でありながらも流通しにくい野菜の存在
② 一般家庭における賞味期限が過ぎたことによる食品廃棄の課題

開発背景

お客様ニーズを元に開発

「簡単・便利・手軽に、野菜を食べられる」よう
下ごしらえに手間がかかる野菜をミックス

■乾燥野菜「野菜を食べる」シリーズ
各324円（税込）

高い保存性 フードロスの削減へ

時間がない
中でも

料理はしたい

多忙な中でも
家族に野菜を
食べさせたい

ふとした時に使える
野菜をストック
しておきたい

サステナビリティに
資する商品を
応援したい

規格外野菜の活用
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2 0 2 5 . 6  株 式 会 社 ク ボ タ と 連 携 協 定 を 締 結

日本の農業の持続的な発展に向け
両社が保有する技術・ネットワーク・情報・ノウハウを活用し

新たな価値の共創を目指す

33

会 社 名 株式会社クボタ

代 表 者 代表取締役社長 北尾 裕一

所 在 地 大阪市浪速区敷津東一丁目2番47号

会社概要
「機械（農業・産業）」、「水環境インフ
ラ」などの事業分野システム・製品の研究
開発・製造および販売、サービスの提供

― 提携による取り組み ―

クボタが展開するシェアリングステーションを

当社集荷場の一部に設置

甘味・うま味・ジューシー感など定量的な

品質情報を実際に食べることなく計測できる

新指標を作成

①農機シェアリング事業における連携

②「おいしさ」を伝える新指標の検討

S A+

甘味
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農家の
直売所

34

2 0 2 5 . 6  農 家 直 送 の 米 の 集 荷 ・ 販 売 を 強 化

全国の生産者と消費者を結ぶプラットフォームにて

米の集荷・販売体制を強化

流通コストのカット
適正収益の確保

スピーディーかつ
手頃な値段で米を入手特徴 生産者 生活者

当社の

「農家の直売所」コーナー

にて販売

当社集荷拠点を活用し

集荷量を拡大

関東・関西よりスタート
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2 0 2 5 . 7  株 主 優 待 制 度 の 新 設

2025年8月末を基準日とした株主優待制度を新設

2025年8月末基準

農家直送
みかん

5,000円相当

保有株式数

1,000株以上

1年以上継続保有

新米
5,000円相当

2025年8月末に保有
2025年8月末、2026年2月末、

2026年8月末に保有

2026年8月31日を優待基準日として開始

株主優待詳細は こちら よりご確認いただけます。

https://ssl4.eir-parts.net/doc/3541/tdnet/2650740/00.pdf
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2 0 2 5 . 7  株 主 優 待 制 度 の 新 設

株主優待品のみかんとともに

リーフレット「絆のみかんのおくりもの。」をお届け

優待対象株主様向け

信
頼
と
情
熱
が
紡
ぐ
、

中
西
さ
ん
と
及
川
の
物
語
。

株
式
会
社
農
業
総
合
研
究
所

和
歌
山
県
産 

み
か
ん

左

代
表
取
締
役
会
長
C
E
O

及
川

智
正

右

代
表
取
締
役
社
長

堀
内

寛

中
央
 
み
か
ん
生
産
者
代
表
 
中
西
 
憲
史
さ
ん
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2 0 2 5 . 7  ハ ウ ス 食 品 グ ル ー プ 本 社 の 取 り 組 み に 協 働

【また明日も食べたくなる野菜】の特徴
・生産者が、手間ひまと愛情を込めて育てたこだわりの野菜
・産地の地理的特徴や、土地の気候や風土に合う野菜
・おいしさを裏付けるストーリーが見える野菜
・カレー＆サラダに合う野菜（メニューに合わせた野菜の提案）

ビジネスコンセプト

「また明日も食べたくなる野菜」を

食卓へ継続的にお届けする

ハウス食品グループ本社の新野菜ブランド

「また明日も食べたくなる野菜」に参画

全国のスーパーマーケット等への

販売ネットワークを活用。

安定的に生活者の皆様の食卓へお届け。

販売チャネルの拡大

全国の生産者ネットワークと知見を活用。

ブランドコンセプトに合致する

魅力的な野菜を選定。

生産者との連携・野菜の選定

当社協働内容

ハウス食品グループ本社「また明日も食べたくなる野菜」

https://housefoods-group.com/tsunagu/vegetables/
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2 0 2 5 . 9  年 間 流 通 総 額 が 過 去 最 高 を 更 新

年間流通総額が170億円を突破

「農家の直売所事業」「産直事業」ともに過去最高

2025年8月期
流通総額

170億円

2024年8月期
流通総額

157億円 109.6%

⚫ 地道な営業活動による成果 

⚫ 相場高の継続 

生産者及びスーパーへの営業活動により、季節ごとに品目バランスを考慮した農産物の集荷、
新規顧客の獲得や催事での売り場拡大に加え、回転率の高い魅力的な売り場を設置

年間を通じて平年比を上回り、当社の青果物の売価も高水準で推移

増加要因

⚫ 産直委託モデルの拡大 

産直委託モデルを複数のスーパーに導入、産直事業の流通総額が拡大。 
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F Y 2 0 2 6 . 8  重 点 施 策 と 通 期 業 績 予 想
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既 存 領 域 の 磨 き 込 み

流通総額の最大化に向けた
農産物流通プラットフォームの拡大・強化

１
日
当
た
り
流
通
総
額

(

産
直
事
業)

店舗数
(農家の直売所事業)

流通総額の最大化

農家の直売所事業と
産直事業の両輪で
流通総額を拡大

① 仕入力強化

② 物流機能の拡充

③ ITプラットフォームの高度化
→ 機能拡張型センターの開設

→ AI需要予測システムの開発

→ JA・市場との連携強化
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F Y 2 0 2 6 . 8 通 期 業 績 予 想

単位：百万円

FY2026.8
通期予想

FY2025.8
通期実績

前期比

流通総額 18,000~20,000 17,233 104.4%~116.1％

売上高 8,500~9,500 8,358 101.7%~113.7％

営業利益 300~350 181 165.0%~192.5％

経常利益 300~350 200 149.5%~174.5％

当期純利益 185~215 11 -

現時点では正確な見通しが困難なため、レンジ形式での開示といたします。
今後、業績予想の開示が可能となった時点で速やかに開示いたします。
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17,233

2025年8月期
流通総額

生産者委託の
拡大

買取委託の
拡大

ドラッグストアの
取引縮小

産直卸の
拡大

産直委託の
拡大

2026年8月期
流通総額（予想）

農 家 の 直 売 所 事 業 産 直 事 業

42

F Y 2 0 2 5 . 8 通 期 業 績 予 想

産直委託の拡大を中心に両事業ともに着実な成長を目指す

流通総額

単位：百万円

104.4%~116.1%

100~
500

18,000~
20,000

200~
400

400~
900

▲400~
▲0

500~
1,000
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181

230

80

△ 30

△ 100

△ 60

2025年8月期
営業利益

流通総額の
拡大等

出荷手数料等の
見直し

物流費の
値上げ等

人材への
投資

その他経費の
増加

2026年8月期
営業利益（予想）

43

F Y 2 0 2 6 . 8 通 期 業 績 予 想

流通総額を伸長し、投資を行いつつ増益を目指す

300
～350

営業利益

単位：百万円

人件費増 100百万円
（ベースアップ 15百万円）

180
～230

△60
～△10
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7,058 

8,720 

9,497 

10,862 

12,315 

13,181 13,363 

15,719 

17,233 

18,000

～20,000

FY2017.8 FY2018.8 FY2019.8 FY2020.8 FY2021.8 FY2022.8 FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8 FY2026.8

44

全 社 ： 流 通 総 額

流通総額
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7,058 

8,720 

9,497 

10,759 

11,448 
11,946 

11,601 

13,315 

14,442 

14,500

～15,800

FY2017.8 FY2018.8 FY2019.8 FY2020.8 FY2021.8 FY2022.8 FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8 FY2026.8

（予想）

39,137

47,856

54,221

59,342

65,004 64,653

61,558
62,726 

65,513 

65,500

～72,000

45

農 家 の 直 売 所 事 業 ： 流 通 総 額 ・ 流 通 点 数

流通総額 単位：百万円

流通点数※ 単位：千点

流通総額・流通点数

※ 「農家の直売所」プラットフォームを経由して、スーパー等において最終消費者に購入いただいた点数

1,078

1,002

内 ドラッグストア
600
~

1,000



Copyright ©株式会社農業総合研究所 ALL Rights Reserved

103 

867 

1,235 

1,762

2,403 

2,790 

2,800

～3,000

182 

700 

～1,200

FY2020.8 FY2021.8 FY2022.8 FY2023.8 FY2024.8 FY2025.8 FY2026.8

（予想）

産直委託

卸取引

46

産 直 事 業 ： 流 通 総 額

産直委託を拡大

流通総額
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中 期 経 営 計 画 の 進 捗

「中期経営計画2025-2027」の全ページは こちら からご参照いただけます。

https://ssl4.eir-parts.net/doc/3541/tdnet/2593602/00.pdf
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農 業 に お け る 課 題

農業における課題の根幹は「儲からない」こと

天候要因
（異常気象・気候変動）

儲からない

食料
自給率

人手
不足

肥料・
資材高

地球
温暖化

高齢化

放棄地

環
境

領
域

社

会
領

域

経 済 領 域
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成 長 戦 略 の 基 本 方 針

農家の直売所事業の確立、産直卸事業の立ち上げ

第1フェーズ
～FY2024

第3フェーズ
FY2031～

第2フェーズ
FY2025~FY2030

需給の見える化と
需給を繋げるプラットフォームの構築

AI需給調整プラットフォームの確立と開放

産直委託モデルの展開
AI需要予測システムの開発

本中期経営計画農業を儲かる仕組みに
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中 期 経 営 計 画 2 0 2 5 - 2 0 2 7 の 位 置 づ け

展
開

産直事業
（産直卸・産直委託）

農家の直売所事業
（その他事業含む）

GMV
300億円

GMV
170億円GMV

157億円

FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 FY2028 FY2029 FY2030

新
規
事
業

既
存
事
業

農家の直売所事業の確立
産直卸事業の立ち上げ
導入店舗数の伸びによる
GMV拡大

第1フェーズ

需給の見える化と需給を繋げるプラットフォームの構築
-産直委託モデルの展開
-AI需要予測システムの開発

既存事業の拡大
店舗当たり日販の増加によるGMV拡大

第2フェーズ

AI需給調整プラットフォームの
確立と開放
両事業の安定的成長

第3フェーズ

次期中期経営計画

本中期経営計画

農業を儲かる仕組みに中期取組みテーマ
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産 直 委 託 モ デ ル の ポ イ ン ト

産直委託モデル

｜特徴

新 規

それぞれの良いとこどりをした流通が、産直委託モデル

• スーパー内の産直コーナー

向け事業

• 生産者が経営主体となって

販売先や販売価格を決定で

きる独自の産直流通プラッ

トフォームを提供

生 産 者 と 生 活 者 を 直 接 つ な げ る

産 直 流 通 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

ス ー パ ー の 青 果 売 場 に

顔 が 見 え る 安 心 安 全 な 商 品 を 提 供

• スーパー内の青果売場向け事業

• 生産者から直接農産物を買い取

り、ブランディング（付加価値

の見える化）を加え、顔が見え

る安心安全な商品を卸販売にて

提供

産直事業（産直卸）農家の直売所事業

• 委託販売（レベニューシェア）

• 大量/安定販売が可能

• 事務処理が簡便

全員がメリットを享受できる仕組み
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AI需給調整プラットフォーム

52

A I 需 給 調 整 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム - 理 想 形 態

需給の見える化により適正価格販売を実現する仕組み目指す姿

生産者

JA 卸売市場 仲卸会社

スーパー

NSK

Step2

Step1

ITプラットフォームによる需給コントロール
(AI需要予測は生活者にとって必要な価格・量を予測し、精度を高めるツール)

AIによる
需要予測

需要に基づく
生産

業界全体で需給バランスの最適化による適正価格販売を実現することで、

農業の持続可能な成長と課題解決に貢献する

適正価格・量を出荷

安定収益化
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GMV

営業利益 総還元性向 ROE

F Y 2 0 2 7 の 目 標 値

（配当＋自社株買い）

4.5億円

300億円

20％30％

農家の直売所事業 産直事業 その他事業

100億円150億円 50億円

53

※ドラッグストアなどスーパー以外の事業

※
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F Y 2 0 2 5 . 8 時 点 の 次 世 代 型 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 進 捗

項目 FY2025.8時点の進捗 FY2026.8以降の方針

次
世
代
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

産直委託モデル
・導入スーパー・取扱品目の拡大
・他社商品の取扱開始
・農産物流通会社と連携

・導入スーパー・取扱品目の拡大
・他社商品の取扱拡大
・JA/市場/仲卸との連携深化

AI需要予測
システム

・AI需要予測システムはβ版の
トライアル運用を開始

・本格導入に向け注力



Copyright ©株式会社農業総合研究所 ALL Rights Reserved 55

投 資 計 画 サ マ リ ー

項目 人材投資 設備投資 システム投資

内容
・社会貢献できるプロフェッ

ショナル人材の輩出
・継続的な賃金アップ

・機能拡張型センターの新設
・集荷場の拡充

・産直委託システムの開発
・AI需要予測システムの開発

計画 1.5億円 1.5億円 ２億円

FY2025.8
進捗

・人件費アップ
・機能拡張型センターの

開設（関西、中部）
・AI需要予測システム

β版のトライアル運用

0.5億円 0.1億円
未支出

（共同開発中のため）
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投 資 計 画 （ 人 材 投 資 ）

＊人的生産性
(営業利益+人件費+償却費）÷人件費

採用

• 当社ビジョンに共感する
社員の採用

• 専門人材の積極採用

• 優秀人材の
リテンション強化

育成

• 次世代リーダーの育成と
キャリア形成支援

• 女性活躍の推進

• 若手育成とリスキリング

環境

• 組織と評価制度の
継続的改善

• AI等業務のDX推進

• 職場環境の充実

FY2027 目標

人的生産性* …

対GMV人件費率  …

年間賃上げ率  …

+30pt向上

5％以内

CAGR＋5％

社会貢献できる
プロフェッショナル

人材の輩出

（FY2024比）

（FY2024比）
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投 資 計 画 （ 設 備 投 資 ）

機能拡張型センター構想

⚫ 目的

物流センターに加工センターの機能を
具備するとともに、生産者からの出荷
受入や店舗直送機能を追加することで、
集荷力や物流効率の向上を目指す

⚫ 予定エリア

関東、関西

⚫ 予算規模

FY2027までに1.5億円程度

⚫ 従来型センター

⚫ 機能拡張型センター

集荷場
取引先

センター
店舗

当社センター

• 荷合わせ、集出荷

加工センター

• 流通加工

配送コストが発生

集荷場
取引先

センター

店舗

拡張型センター

• 荷合わせ、集出荷
• 流通加工、冷蔵保管
• 商品受入、振分け

生産者
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投 資 計 画 （ シ ス テ ム 投 資 ）

AI需給調整プラットフォームの基礎を築く

農直
システム

集荷場管理
システム

販売管理
システム

当社
基幹

システム

プラットフォーム

AI需要予測
システム

産直委託
システム

（受発注システム）

スーパー各社

発注

トマトが●●●トン必要

需要がわかる

受注

POSデータ

トマトが●●●トン必要

生産者

市場

JA

情報の流れ

受発注等の実務の流れ

NTTアグリ
テクノロジー様
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キ ャ ッ シ ュ ア ロ ケ ー シ ョ ン

FY2027目標

▲1.5～2億円

⚫３年間の借入増域

10～15億円

⚫３年間の営業CF

9.8億円

⚫2024年8月末 現預金※

※現預金と株式以外の有価証券

資金創出・調達

10～20億円

⚫2027年8月末 現預金※

1～3億円

⚫３年間の株主還元

5～15億円

⚫投資計画・M＆A

資金分配

2025年8月末 2.6億円

2025年8月末 ▲0.6億円

2025年8月末 0.6億円

2025年8月末 1.6億円

2025年8月末 9.7億円
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A p p e n d i x
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生産者 小売
スーパー

61

市 場 環 境 （ 農 産 物 の 主 要 販 売 場 所 ）

青果流通のメインはスーパーマーケット

  農水省「令和５年度 青果物卸売市場調査」
農水省「令和４年度 食品流通段階別価格形成調査」
農水省「令和５年度 卸売市場データ集」
より当社推定

1,100万t野菜

580万t果物

70万t

1,680万t
1,094万t

210万t

104万t

JA1,100万t

卸売市場

854万t野菜

257万t果物

900万t 1,111万t 920万t

65%65%
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事 業 領 域 に お け る マ ー ケ ッ ト サ イ ズ

当社事業領域はスーパーにおける青果流通全体をカバー

野菜、果実、米の年間販売価格合計

SAM

4 兆円

SOM

0.4兆円

TAM

12兆円

産 直 事 業

農 家 の 直 売 所 事 業

対象事業：

対象事業：

スーパー内 青果売場

スーパー内 産直コーナー
※1 令和5年度 食料・農業・農村白書
※2 食品価格動向調査
※3 総務省家計調査
※4 総務省 住宅・土地統計調査
※5 農水省HP 食料需給表
※6 総務省 小売物価統計調査
※7 全国スーパーマーケット協会「2024年版スーパーマーケット白書」より総販売額×商品カテゴリー別売上構成比にて当社推計
※8 当社独自のヒアリング結果により青果売場全体の10%程度を産直コーナーの市場規模と推計

野菜 5.5兆円
1人当たり年間野菜消費量 88.1kg※1
日本総人口 1億2,500万人（2022年10月1日）
主要野菜8品目平均価格 500円/kg※2

果実 1.8兆円
世帯当たり生鮮果物年間支出 32,099円※3
総世帯数 5621.5万世帯※4

米 5.1兆円
1人当たり年間米消費量 50.9kg※5
日本総人口 1億2,500万人（2022年10月1日）
コシヒカリ店頭小売価格 4,018円※6

※7

※8
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ビ ジ ネ ス モ デ ル

青果類のメイン販売チャネルであるスーパーマーケットを通して

より多くの生産者と生活者を繋ぐ新しい農産物流通プラットフォーム

産地

生産者

生活圏

スーパー
マーケット

全国のスーパー等の
産直コーナーへ

生活者

全国のスーパー等の
青果売場へ

農産物の生産&収穫

価格&店舗を自由に選択

バーコード発券&出荷

農家の直売所事業

購入

農家の直売所事業

産直事業

農産物を集荷拠点へ
持ち込み

手数料等

代金の支払

物流センター等を
通じて出荷

産地から店頭へ
最短1日で提供

販売手数料の支払

代金の支払

買取

代金の支払

ブランディング・販売

代金の支払

生活者から生産者への評価・コメントの提供、生産者から生活者へ出荷情報の通知等

売上・相場情報
の提供

販売データの収集

農産物流通プラットフォーム

農産物の生産&収穫

産直事業

ITプラットフォーム 物流プラットフォーム

サービスの流れ

お金の流れ

情報の流れ

×
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流通販売量

安定供給量

作業省力度

流通自由度

生産者収益

情報伝達量

64

独 自 の ポ ジ シ ョ ニ ン グ

卸売市場流通と農産物直売所の中間に位置し、

農産物流通におけるユニークで新しいポジションを確立

産直事業
（産直卸）

生産者手取り額 60円

末端販売価格  95円

流通日数 

1日

生産者手取り額 55円

末端販売価格 100円

流通日数 

1日

卸売市場流通
（既存流通）

生産者手取り額 30円

末端販売価格 100円

流通日数 

3~4日

JA

市場

仲卸

農産物直売所

生産者手取り額 70円

末端販売価格 90円

流通日数 

0日
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当 社 事 業

ス ー パ ー の 青 果 売 場 を 主 軸 に 事 業 を 展 開

• スーパー内の産直コーナー向け事業

• 生産者が経営主体となって販売先や販売価格を決

定できる独自の産直流通プラットフォームを提供

• スーパー内の青果売場向け事業

• 生産者から直接農産物を買い取り、ブランディン

グ（付加価値の見える化）を加え、顔が見える安

心安全な商品を卸販売にて提供

農家の直売所事業 産直事業

生 産 者 と 生 活 者 を 直 接 つ な げ る

産 直 流 通 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

ス ー パ ー の 青 果 売 場 に

顔 が 見 え る 安 心 安 全 な 商 品 を 提 供



Copyright ©株式会社農業総合研究所 ALL Rights Reserved 66

産 直 事 業 ： ブ ラ ン デ ィ ン グ 事 例

くしまアオイファームの

「さつまいも食感シリーズ」 

産地、時期によって味わいが変わる辛みが少ないたまねぎ

（ハウス食品で辛み成分のピルビン酸を測定）を年間通して

生で食べることができる商品。サラダにおすすめということが

押し付けがましくなく、サラダで食べたくなるネーミングに。

また、商品名に各地の方言も入れ、産地をわかりやすくし、

産地リレーした際にも楽しく産地を知ることができる。

各生産者おすすめのたまねぎサラダに合う食べ方も掲載。

ハウス食品と共同販売
「サラダになりたいたまねぎシリーズ」

生活者がスーパーでさつまいもを選ぶ時に知りたいこと、

「ほくほく系なのか、ねっとり系なのか、どんな食感の

さつまいもなのか、特に甘さが強いのはどのさつまいもなのか」。

それを好みの食感や甘さの程度によって選べるようにブランディ

ング。生産者に取材した情報を元に「食感のオノマトペ」と

「食感インジケーター」で一目でわかるように表現し、

生活者が知りたい情報を視覚で楽しく伝えるシリーズに。

サラダで食べる  日本のたまねぎ

「なまら、サラダになりたい。
北海道のたまねぎ」

「ほくほく/ねっとり食感シリーズ」

ベーシック 定番品種

プレミアム 
希少品種や
特徴ある品種
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企 業 価 値 向 上 に 向 け た 取 組 み

企業価値向上
PBR 15倍

収益力強化
・事業ポートフォリオの最適化

・付加価値事業の創出

・DX推進による生産性向上

財務効率の
向上

・資産効率の改善

・適正な負債活用

・株主還元の最適化

成長戦略の
推進

・戦略の実行と評価

・M&A、アライアンスの活用

・各種投資の拡大

投資家との
対話強化

・投資家層の拡大

・IR・エンゲージメント活動の強化

・透明性の高い情報開示

ROE 20%

PER 50~80倍

中長期的な成長と株主価値の最大化に向けて各種施策に取り組む
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産直流通の推進による
環境負荷低減

独自の物流網とITプラットフォー
ムを活用し、生産者から生活者へ
の最短・低コストな流通を実現。
これにより、輸送に伴うCO₂排出
量の削減に貢献しています。

食品ロスの削減

規格外品や余剰生産物も積極的に
取り扱い、食品ロスの削減に寄与
しています。

Environment

環 境

生産者の所得向上と地域活性化

当社事業を通じて、農業を儲かる
仕組みに発展させることで、所得
向上と地域経済の活性化を支援し
ています。

安全・安心な農産物の提供

 生産者との契約において、農薬使
用基準の遵守や栽培履歴の明示を
ルール化し、生活者に安全で新鮮
な農産物を届けています。

Social

社 会

コーポレート・ガバナンスの強化

全社的な内部統制の整備・運用を
通じて、リスク管理やコンプライ
アンスの徹底を図っています。

ステークホルダーとの対話促進

株主や取引先、生産者など、多様
なステークホルダーとの積極的な
コミュニケーションを図り、信頼
関係の構築に努めています。

Governance

ガバナンス

68

持 続 可 能 な 社 会 と 企 業 価 値 の 両 立 を 目 指 し て

ESG経営を通じて持続可能な農産業の実現と企業価値の向上に取り組む
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当 社 の 理 念

持続可能な農産業を実現し、

生活者を豊かにする

ビジネスとして魅力ある農産業の確立

農業の産業化・農業の構造改革・

農業の流通革命

ベンチャー精神

愛情・感謝・笑顔
MIND
行動指針

VISION

経営目標

MISSION

経営方針

INNOVATION

農業革新

CHALLENGE

創造挑戦
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わ た し た ち が 大 切 に し て い る こ と



Copyright ©株式会社農業総合研究所 ALL Rights Reserved 71

会 社 概 要 （ 2 0 2 5 年 ８ 月 現 在 ）

社名 株式会社 農業総合研究所

設立 2007（平成19）年10月25日

代表者
代表取締役会長CEO 及川 智正
代表取締役社長  堀内 寛

本社 和歌山県和歌山市黒田99番地12

資本金 581百万円（資本準備金含む）

主な事業内容 農家の直売所事業、産直事業

従業員数 292名（役員・パート含む）

上場市場 東証グロース（証券コード：3541）

経営目標 持続可能な農産業を実現し、生活者を豊かにする

経営方針 ビジネスとして魅力ある農産業の確立
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セ グ メ ン ト 別 の 会 計 方 針

会計方針 売上高 売上原価

農家の直売所
事業

委託販売

スーパー等の直売コーナーで委託販売を行う
流通プラットフォームを提供。流通総額のう
ち、当社手数料部分を売上高に計上し、原則
売上原価の計上なし。 流通総額のうち

当社手数料部分
原則発生しない

買取委託

当社が農産物を買取り、スーパー等で委託販
売を実施。そのため当社が在庫リスクを負う。
消費者の需要を見越した値付けにより、少な
いロス率が特徴。スーパー等で販売した金額
を売上高に計上し、買取仕入高を売上原価に
計上。スーパー等の販売手数料は費用として
販売管理費に計上。

スーパー等での販売金額 当社の買取金額

産直事業

卸販売

当社が農産物を買取り、ブランディングした
上でスーパー等へ販売を行う、仕入販売。
スーパー等へ販売した金額を売上高に計上し、
買取仕入高を売上原価に計上。
一部顧客は流通総額からリベート分を差し引
いて売上高としている。

スーパー等への販売金額 当社の買取金額

委託販売

ブランディングした上でスーパー等の青果売
場にて委託販売を行う。流通総額のうち、当
社手数料部分を売上高に計上し、原則売上原
価の計上なし。 流通総額のうち

当社手数料部分 原則発生しない

買取委託

当社が農産物を買取り、ブランディングした
上でスーパー等の青果売場にて委託販売を実
施。スーパー等で販売した金額を売上高に計
上し、買取仕入高を売上原価に計上。スー
パー等の販売手数料は費用として販売管理費
に計上。 スーパー等での販売金額 当社の買取金額

流通総額

流通総額

売上高

流通総額
売上高

売上高

売上原価

売上原価

流通総額

売上高

流通総額

売上原価

売上高
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本 資 料 の 取 り 扱 い に つ い て

株式会社農業総合研究所  IR担当 
TEL：03-6417-1047 Mail：ir@nousouken.jp

本 資 料 に 関 す る お 問 合 せ

本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking

statements）を含みます。これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基

づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といっ

た一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

また、本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開情報等から引用したものであり、かか

る情報の正確性、適切性等について当社は何らの検証も行っておらず、またこれを保証するも

のではありません。

本資料のアップデートは今後、本決算の発表後を目途として開示を行う予定です。 なお、次回

の開示は2026年8月期決算発表時を予定しております。
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